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は　じ　め　に
　北海道立衛生研究所報第56集をお届けします．
　地方衛生研究所は調査研究，試験検査，研修，公衆衛生情報の収集・解析・提供を業務の
4本柱としており，これらの業務を実施することにより，地方における公衆衛生行政を支え
る技術的中核としての役割を担っています．従って，地方衛生研究所の研究は，日常の試験
検査の中から問題を把握し課題を設定する研究が中心となり，地：域住民のニーズや自治体の
施策に沿った公共性の高いものとなります．地方衛生研究所がこの大きな役割を果たすため
に，研究職員は技術の導入・改良や精度を保つことはもちろんのこと，対象となる事象を科
学的に深く理解するための研究に取り組む必要があります．
　研究課題評価に加えて試験研究機関評価は，研究機関の目的，役割，運営，研究活動状況
や地域社会に対する貢献など，機関そのものの存立を問うものとなっています．厳しい評価
の時代を迎えて，当所の調査研究成果を論文としてまとめ，学術誌へ公表することは研究職
員一人一人前責務といえます．また所報に実績を示すことを研究職向自らの研究評価の一里
塚とすることによって，所報の内容を一層充実させ，その役割を大きくすることが期待され
ます．
　平成17年度は道費による調査研究や国・団体等の応募研究等を合わせて，53課題の調査
研究が実施されました．この3～4年間に始まったEU輸出向けホタテガイ検査，遺伝子組
換え作物検査及びアレルギー性食物検査に，新たな食品残留農薬等のポジティブリスト制に
関連する研究や長年取り組んできた研究の成果も加えて，この所報第56集においては，総
説1編研究報告2編，調査報告3編，ノート15編を掲載することが出来ました．
　その他に所外の学術誌への投稿論文36編，学会発表78編等，当所の研究職員の研究活動
の度合いを示す成果発表も多数ありました．平成17年度にはこれらの調査研究成果などを
広く道民の皆さんに情報提供する場として「市民講座」を初めて開催し，多数の参加を得ま
した．また，前年度に続いて，研究職員が地方衛生研究所全国’協議会会長表彰を受けたこと，
長年にわたるエキノコックス症血清検査法の改良開発と住民検診への応用を評価されて，第
57回保健文化賞を受賞したことは，当所研究職員の研究活動とその成果が外部から高い評
価を受けた証です．
　当所は平成17年度から文部科学省科学研究費補助金を申請できる機関となり，平成18年
度の研究費補助金を申請するに当たっては，道費による研究に準じて，道民の健康と道の公
衆衛生行政へ成果を還元できるような課題設定を全所的に検討しました．採択された研究代
表3課題，研究分i担4課題には，研究の妥当性に留まらず学術的にも独創的な成果を挙げる
よう大きな期待が寄せられます．
　本所報の学術レベルを支えるべく長期間にわたり本来業務に加えて投稿原稿を精力的に査
読校正してくれた編集委員の努力に感謝するとともに，研究職員諸氏の一層の頑張りと関係
各位からの真摯な評価とご支援をお願いします．
平成18年11月 北海道立衛生研究所所長澤田幸治
